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1.まえがき
一般にアンテナの寸法が小さくなるにつれ,

効率は低下し帯域幅は狭くなる[1].しかし,自己
補対構造を用いることにより,波長に比べ小さ

な有限導体上あるいは直方導体上に構成したア
ンテナ系でも実用上十分に広い帯域特性が得ら
れることが実験的に示されている[2].また,逆L
素子を用いた自己補対アンテナ系について,ワ
イヤーグリッド法による理論的検討も行なわれ
ている[3].本文では,波長に比べ小さな直方導体
上に構成した補対構造モノポールアンテナ系の
諸特性をワイヤーグリッド法[4]を用いて理論的に
求め,かつ測定値と比較検討を行なったので報
告する.

2.理論解析及び実験解析
2-1　理論解析
ワイヤグリッド法では複雑な形状の導体もモ
デル化により計算を行なうことができる利点が
ある.しかし,網目の選び方により導体上の電
流分布近似の誤差が大きくなる.計算では,網
目に用いる線状素子の半径は使用波長λに比べ
非常に小さいものとし,電流は線状素子の軸方
向のみに流れる「細線状近似」と仮定する[5].こ
れら線状素子を流れる電流が得られれば,給電
端インピーダンス等アンテナ系の諸特性は容易
に計算できる.
本文では,図1に示されるアンテナ系を図2
に示す網目でモデル化し,直方導体上に構成さ
れたモノポール素子,その補対(スロット)素
子,および直方導体を一つのアンテナ系とし計
算をおこなった.図2の網目モデルは,スロッ
ト素子周辺の電流分布の近似誤差を小さくする
ため,スロット周囲の網目は密なものとした.
また,網目に用いた線状素子半径は細線状近似
を満たす0.5mmとし.線状素子上の電流は展開関
数,および試験関数に部分的正弦波関数を用い,
給電端はデルタギャプモデルを仮定し,モーメ
ント法を適用した.計算に用いた直方導体,お
よび各素子の寸法は以下の通りとした(図1.
構成図参照) .

Lx=42mm Ly=9mm Lz=81mm

lm=75mm lsv=60mm lsh=15mm w=w'=3mm

図1における負荷端には180(Ω)の抵抗を装荷し計
算を行なった.

2-2　　実験解析
図1に示すようにな自己補対構造モノポール
アンテナ系の給電端インピーダンス特性,放射
パターン特性の測定を行なった.アンテナ系の
直方導体,および各素子の寸法は以下の通りと
した(図1.構成図参照) .実験モデルと計算
モデルは僅かに寸法が異なる部分があるが,計
算に用いたモデルは,モデル化に都合の良い寸
法とした為である.

Lx=40mm Ly=10mm Lz=80mm

lm=75mm lsv=60mm lsh=15mm w=w'=4mm

また,理論計算と同様に負荷端には180(Ω)の抵抗
を装荷し測定を行なった.



3.結果と考察　　　　
電流分布の計算値を図3,放射バターン,お
よび給電端インピーダンス特性の計算値,測定
値をそれぞれ図4,図5に示す.
電流分布は周波数1.6GHzにおけるY-Z平面の振
幅を示す.電流は給電点で最大値を示し,モノ
ポール素子上では素子の終端に向かいほぼ正弦
波状に分布している.また,スロット素子の縁
上では,給電点から離れるに従い電流が次第に
大きくなっている.
放射バターン特性は周波数1.6GHzにおける各
平面の電界の計算値,測定値を示す.ここで,
バターンは各平面の最大値で規格化してある.
θ成分は,各平面とも計算値,測定値はほぼ一
致しているが, θ成分は幾つか大きく違う点があ
り,これは測定の際の給電線の影響が加わった
ためと考えられる.
給電端インピーダンス特性は周波数0.1-

4.1GHzにおける計算値,測定値を示す.全体的
に比較的傾向が一致していると思われる.しか
し,計算値の不連続な点や測定値と計算値にず
れが見られる.これらの要因として,前者はア
ンテナ系のモデル化,後者はアンテナ系のモデ
ル化および測定上の誤差によるものが大きいと

考えられる.

4.あとがき
直方導体上に構成された自己補対構造モノポー

ルアンテナ系の特性をワイヤーグリッド法に
り計算して得られた結果は,測定値と比較的
向が一致しており,このようなアンテナ系に
ける広帯域化を示し持たと考える.
今後の課題として,モデル化の詳細な検討
および,より正確な測定等があげられる.
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